
▼どうやって処理するの？

▼市全体のごみ排出量は　16,115 ｔ

平成 24年度

幸手市のごみ量
　　ごみ減量化および資源リサイクルは、市民のみなさんのご協力なしではできません。

　　「未来のためにできること」を考えていただき、「混ぜればごみ　分ければ資源」を合言葉に、引き続き

みなさんのご協力をお願いします。　　　　　　　　　　問合せ　環境課☎（48）0331・（48）2226

普通乗用車の重量が

1ｔぐらいだよ！
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　ごみを処分するためには電力を消費します。

　今年の夏も電力需要削減のため、ごみの減

量化にご協力ください。

（12）

　ごみ減量化のお願い　ごみ減量化のお願い



（13）

　水は、私たちの生命を維持するために必要不可欠な資源です。
　水需要も最盛期を迎え、各地で水不足が心配される季節となりました。みなさんの
ご家庭でも、一人ひとりが節水を心がけ、限りある資源である水を上手に使いましょう。　　　　　　　　　　　　　

問合せ　水道管理課 （48)0050・ （48)0120

水不足（渇水）により予想される影響 水の上手な使い方

　水道水を送り出す圧力を下げる減圧給水、夜

間の断水などを実施する場合があります。

《断水時の影響》

　○家事をする時間の大幅な制限

　○消火活動や医療活動への影響

　○入浴・洗濯・食生活への影響

　○衛生状態の悪化による食中毒などの発生

　○プール、公園への給水停止

渇水時の影響を最小限にするためには
日ごろの節水が最も有効な手段です

　ちょっとした心がけでたくさんの水が節約で

きます。各ご家庭の状況に応じて、いろいろ工

夫して上手に水を使いましょう。

《節水のポイント》

○お風呂の残り湯は、洗濯・拭き掃除・洗車・

植木の散水に利用し、汚れの目立たないお湯

は、もう一度沸かして再利用しましょう。

○シャワーの流しっぱなしはやめましょう。

シャワーを使うより浴槽にためて使ったほう

が節水になります。

○お米のとぎ汁などは、まき水に利用したり、

植木への散水などに再利用しましょう。食器

や調理器の油分は紙で拭いてから洗うと、か

なりの水が節約できます。

○水道使用量を前回の使用量と比べて、どれだけ

の節水効果があったか確認してみましょう。

必要以上の水を使わないことが
ポイントです

水の事故にご注意を！
　海や川へレジャーに行く機会が増える夏は、水

の事故が増える季節でもあります。水の事故に十

分注意しましょう。また、遊水地 ( 調節池 ) は立

ち入り禁止区域です。釣りや水遊びなどのために

立ち入るのは絶対にやめましょう。

問合せ　道路河川課 (43)1111内線555・ (42)9115


